





















































































常BRCA1 アレルのうち 1 本に変異を挿入し，
BRCA1 ヘテロ変異細胞を作成しました。次に，
この細胞の持つ性質を，元の正常BRCA1 アレ
ルを 2 本持つ細胞と様々な実験で比較しまし
た。その結果，BRCA1 ヘテロ変異細胞が実は
癌細胞に似たいくつかの性質を持つことが明ら
かになりました。具体的には，BRCA1 ヘテロ
変異細胞では遺伝子障害を修復する能力が低下
しており，放射線や薬剤への曝露によって強い
感受性やゲノム不安定性が認められました。さ
らに，遺伝性乳癌の患者さんから手術で切除し
た非癌乳腺組織の解析でも，ゲノム全般に本数
の異常が健常者に比べて有意に多いことがわ
かりました。このことは，BRCA1 女性キャリ
アの乳腺細胞すべてに癌の「きざし」があり，
BRCA1 ヘテロ変異が癌の発生に向けて基礎的
な素地形成を行うことを意味しています。この
研究成果は，今後BRCA1 キャリアから遺伝性
乳癌が発生する仕組みの解明を目指すにあたり
重要な示唆を与え，今後の遺伝性乳癌の治療法
の選択や新しい治療薬の開発に役立つ可能性が
あるものと考えております。
　最後になりましたが，大阪癌研究会より学術
研究助成金を賜りましたことを深く感謝いたし
ますとともに，貴財団の今後一層のご発展を祈
念いたします。
＊愛知医科大学医学部生化学講座
　平成 22 年度一般学術研究助成金交付者
